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"Paper" has repeatedly developed, exchanged, diversified as an important medium in 
the fundamental cultural formation of mankind. However, the "handmade paper" culture 
that has been transmitted since ancient times tends to decline globally, and these are due to 
changes in demand such as economic efficiency of mass production era and modernization 
of life itself. For example, the Samarkand paper in Uzbekistan is said to be the most beautiful 
paper in the world for Calligraphy (documents) and miniature (Miniature) written by a pen, 
but it has ceased about 200 years ago. Also, despite the fact that Japanese paper also gained 
international recognition as a UNESCO World Cultural Heritage site, the trend of decline 
continues, there are many problems such as the lack of successors and the decrease in the 
number of workers .　
   This research, with regard to research, revival and resuscitation as a theme "hand-made 
paper" culture and "artistic expression" at the University of Arts in Uzbekistan, Japan, China 
and Korea. We are aiming at the formation of arts and cultural bases to accomplish activities 
to develop papers and techniques that can be applied to preservation and restoration of arts, 
products and cultural properties by collaborating with the University of Arts.
はじめに
　本報告は、研究拠点形成事業 B. アジア・アフリカ学術基盤形成型「現代に生きる “ 手漉き紙と芸
術表現 ” の研究～サマルカンド紙の復興を中心に～」（実施期間：平成 29 年 4 月 1 日～平成 32 年
















　 “ 紙 ” は、人類の根源的な文化形成における重要なメディアとして発展と交流、多様化を繰り返し






　一方、紙の歴史や伝播の上では、本研究での拠点形成を目指すアジアの国々は、過去 1300 年来 





















of Fine Art and Design named after Kamoliddin Bekhzod）が参加し、コーディネーターは、国際交
流部長の Fazilat KODIROVA が行っている。また平成 30 年度以降、協力機関としてサマルカンド
大学（Samarkand State University）、ウズベキスタン国際イスラムアカデミー（The International 






ド紙に関する調査、R-2 中国紙に関する調査、R-3 韓国紙に関する調査、R-4 サマルカンドから伝播
した洋紙文化の調査を実施する。セミナーは、平成 29 年度はウズベキスタン、30 年度は中国、31
年度は日本での開催を予定している。
　これまでのところ、S-1 ウズベキスタンセミナーを平成 30 年 2 月 21 日～ 2 月 22 日（2 日間）
ウズベキスタン芸術大学において開催した。さらに、平成 29 年から 30 年にかけて行なった共同研





















































サリモフ氏は “THE TREASURY OF ORIENTAL MANUSCRIRTS”（2012 年）［註 6］においてサマルカ
ンドと周辺域の製紙についてまとめた中で、古代から 17 世紀までのサマルカンド紙の原料を絹、絹




























に機械製紙が流通するまで、世界のさまざまな地域で作られた手漉き紙は “ 人と自然の力 ” でできて
おり、風土気候、植生や物流を含めた地域的特性と書画技法とは関連している。原料（繊維）や製法、
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　共同研究では、R-1 サマルカンド紙に関する調査を重点的に実施している。平成 30 年 2 月の S-1
ウズベキスタンセミナーでは、“ サマルカンド紙の定義 ” について議論を開始した。現在のウズベキ
スタン内でのサマルカンド紙の認識は、“ 約 1200 年前に中国から伝播した、サマルカンドの紙工房
の伝統にもとづく紙 ” ということになる。
　準備段階における調査にて、古い写本の閲覧や情報収集を行う中で入手した 18 世紀のサマルカン



















　対象とする紙（紙片）は 18 世紀から古くは 12 世紀以前の文化財であり、サンプル採取のために
は所蔵先期間と本学とで研究協定を結ぶなど、特別な許可を得ることが必須である。そこで、ウズ

























　研究者交流としては、平成 29 年 6 月にはウズベキスタン側研究者を日本に招聘しキックオフミー
ティングを行い、ウズベキスタンでの博物館の閲覧、文化遺産の閲覧方法について協議し、具体的
な調査計画を立案した［写真 8］。




(1) 平成 29 年 3 月、東京国立博物館、高橋裕次氏（保存修復課）木下史青氏（デザイン室長）に国
内に所蔵される中央アジアの紙資料に関してヒアリングを実施した。【柴崎】（以下、担当者・参加
者を【】で示す）
(2) 平成 29 年 4 月、東京大学（東洋文化研究所）桝屋友子教授にイスラム美術の細密画に関してヒ
アリングを実施した。また、研究方法に関して協議を行った。【柴崎、鈴木】
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(3) 平成 29 年 4 月、首都大学東京（牧野標本館）、村上哲明教授に依頼し、和紙のシーボルトコレ
クションに関して調査、紙の撮影を行った。【柴崎、鈴木】（関連 WEB サイト、http://labo.a-mz.
com/wasi/siebold.html）
(4) 平成 29 年 5 月、国立民族学博物館情報管理施設にて、中央アジア・東南アジアのコーランやサ
ンスクリット写本など古紙資料 104 点の調査を行った。【柴崎、浦野】（関連 WEB サイト、http://
labo.a-mz.com/paper/sample170523.html）










(2) 平成 30 年 2 月［セミナー S-1、国際交流展、共同研究 R-1］ウズベキスタンセミナーの開催お
よび調査研究。ウズベキスタン（タシケント、サマルカンド）にて。【柴崎、本田、鈴木、兪期天（上
越教育大学）、冨樫朗（豊田市和紙のふるさと館長）、周思昊（大連民族大学）、金青松（同）、朴】
　S-1 ウズベキスタンセミナーを 2 月 21 日から 22 日（2 日間）実施した。国際交流展、講演・報
告の実施に合わせ、サマルカンド紙の解明に関する議論を行った。参加者は約 60 名。
　講演は、①柴崎幸次「現代に生きる “ 手漉き紙と芸術表現 ” の研究　～サマルカンド紙の復興を中




よ り 紙 片 サ ン プ ル の 10 点 の 提 供 を 受 け た。（ 関 連 WEB サ イ ト、http://labo.a-mz.com/paper/
uzbekseminar201802.html）











　5 月 11 日、円卓会議 (IBC タシケントホール ) において、“ 古い写本の紙片や繊維の提供を呼びか












(2) 平成 29 年 5 月、高知県紙産業技術センターにて JIS Ｐ 8120「紙、板紙およびパルプ、繊維組
成試験方法」による光学顕微鏡写真、100 倍、Ｃ染色液による染色による撮影を行なった。対象は
サマルカンド紙 3 点（準備調査のサマルカンド紙（18c）の青い繊維部分、ニョズザリ・ホルマト
フ氏所有写本（16、17c）、“ えほんのもり ” （岩倉市）所有写本からの提供）。
  その結果、16c から 18c の紙片は、綿繊維であることが判明した。Ｃ染色液にて青紫色に変色する
不定形物質が観察されたが、特定はできていない。［写真 15］。
(3) 平成 30 年 2 月、高知県紙産業技術センターにて同試験、撮影を行った。対象はサマルカンド紙
他 9 点（タシケント・イスラムアカデミーから協定に基づき提供（17c 欧州、13c ～ 18c サマルカ
ンド 4 点、18c ブハラ 2 点、18c ～ 19c コーカンド 2 点））［写真 16］。
   その結果、17c 欧州と 13c の紙片では麻繊維が検出された。その他はすべて綿繊維。Ｃ染色液に
て青紫色に変色する不定形物質が観察されたが、特定はできていない。
(4) 平成 30 年 5 月、高知県紙産業技術センターにて同試験、撮影を行った。対象はサマルカンド紙
他 10 点（タシケント国立図書館 2 点、サマルカンド大学 3 点、コーカンド郷土史博物館 1 点、ブ
ハラ国立図書館 4 点を協定に基づき提供）。
   その結果、17c から 18c の紙片は主に綿繊維、13c ～ 16c の紙片は麻繊維または綿繊維と不明繊
維との混合。麻繊維は繊維長、繊維幅から大麻または亜麻と推察される。不明繊維はＣ染色液にて
青紫色に変色したが、特定はできていない。
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4-1-4.［試作］サマルカンド紙の試作
(1) 平成 29 年 12 月～同 30 年 2 月、愛知県立芸術大学和紙工房にて、桑を原料にサマルカンド紙
試作実験を行った。また澱粉等の塡料に関する実験と製紙を行った。


















(2) 平成 30 年 6 月［共同研究 R-2］竹紙に関する調査。中国（杭州、蘇州）にて。【柴崎】
　大連民族大学に企画を依頼し、杭州市富阳区大同村、朱中華氏の竹紙の製作を見学し作業工程を
調査した［写真 19］。





















(1) 平成 30 年 3 月、“Exempla 2018 – Cultural Heritage”International Trade Fair Munich 招待出品。
ドイツ（ミュンヘン）にて。【柴崎、鈴木、浦野】




(2) 平成 30 年 9 月［共同研究 R-4］サマルカンド紙および洋紙の調査。オーストリア（ウイーン）にて。
【柴崎】
　ライナー・コレクション関連施設（パピルス・ミュージアム）を視察し、欧州に紙が伝わったと
される 13c に近い紙を調査した。中央アジアからヨーロッパの 9 ～ 10c、特に古い紙を選んだ 13
種類の紙片 ( 繊維 ) を調査した。先行研究においてカラバチェックがライナー・コレクションの最も
古い紙とする、記録媒体がパピルスから紙に切り替わる時のものも含まれている。
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おわりに
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タ  ー有吉正明氏が提供。 
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写真19、杭州市富阳区大同村  朱中華氏の竹紙の作業工程。竹は孟宗竹を使用し、長期間石灰をまぶし浸水させ、腐食の工程を経て
煮熟し、機械にて長時間叩解する。 
 
写真20、ドイツ・ミュンヘンで７日間開催された手工芸の国際見本市Exempla 2018特別展に招待出展。 
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